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 今年も残すところあとわずかとなり、お忙しい日々をお過ごしのことと思います。 

これから、ますます寒さが厳しくなってきます。先週末は寒さが厳しく、東津野は積雪があったようです。 

道路状況などにもお気をつけください。 

体調を整えて、２０１６年をしっかりとしめくくりましょう。                           

                                                        

  １．高知県学力定着状況調査          
     調査実施日：平成２９年１月１１日（水）           

調査対象  ：小学校第４・５学年               

                  中学校第１・２学年               

３学期がはじまってすぐに実施されます。              

正確な採点をするために、・複数の目で ・出題の趣旨を理解し 

                           ・解答類型を確認しながら 取り組んでください。 

                中学校合同採点会について 

                平成２９年１月１６日（月） １５：１５～１６：４０          

                場所  大方中学校 

      ２．ＣＲＴ 
          調査実施日：平成２９年１月１１日（水）～１３日（金）で行ってください。 

          調査対象：小学校第１・２・３・６学年 

          実施教科：国語・算数 

 

平成２８年度 黒潮町「税に関する作品」について 
１．応募締切日     平成２９年１月１２日（木） 

２．作品の提出先   教育研究所 

３．作品課題      習字・標語（３・４・５年生の習字作品は中村税務署に提出した物で対応。） 

作品応募数等を別紙様式に記入し提出してください。 

表彰時には提出された作品を展示します。マジックなどで読みやすい 

字で書いてください。 

４．作品展示       大方あかつき館        ２月１３日～２月２０日 

                  佐賀黒潮町総合センター  ２月２７日から３月６日 

   ５．「税に関する絵はがき」小学校６年生  締め切り 1月 13日必着です。（幡多法人会あて着払い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究所だより １２月号 
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 黒潮町防災教育フォーラムの日程について 
１．開催日時        平成 29年 2月 1日（水） 13：30～16：45 

２．会場           黒潮町ふるさと総合センター 大ホール 

３．参加対象        黒潮町小中学校教職員（悉皆研修） 

４．日程           13：00～13：30 受付 

               13：40～黒潮町防災教育 3 年間の取り組みについて（報告） 

               13：50～地区防災計画と防災教育について 

                14：10～児童生徒発表または学校報告 

                  14：50～パネルディスカッション 

mailto:kuroshio-l@kochinet.ed.jp


研修報告    第３６回 幡多地区道徳教育研究大会―土佐清水市大会― 

研究主題 

  豊かな心を耕す道徳授業の創造                                                         

 ～考え・対話する道徳科をめざして～                 

主催：幡多地区道徳教育研究会                    

期日：平成２８年１２月９日（金）                  

会場：土佐清水市立中浜小学校・清水中学校              

【講演】畿央大学教育学部現代教育学科   島 恒生 先生 

【演題】「これからの道徳教育と道徳科の授業づくり」 

 「考え、議論する道徳」にむけて 

 道徳科の授業作りでは、・・・考えさせる授業作り。子どもに「えっ」と思わせる問いとそれを

みんなで考え合い発見できる授業に。子どもたちに手柄を与える。 

 道徳科の授業のイメージ作り・・・教材レベル・読解レベル・道徳的価値レベルのところで話し

合える発問を考える。 

 

 小学校第 3・4学年の授業公開に参加させていただきました。 

教材名「あたりまえでしょう」（新 生きる力  3年 日本文教出版） 

ねらいは、「あたりまえでしょう」という言葉を通して、公平な態度とは自分の好みで左右される

ものではないということに気づき、誰に対しても分け隔てなく公平公正に接しようとする態度を養

うというものでした。 

自分たちの思う「あたりまえ」は人によって違うこと、あたりまえの確認をしないといけないこ

となど意見が出されました。何気なく使う「あたりまえ」の意味も学級によって違うので、気をつ

けなければと考えさせられました。 

 

各校の道徳主任の先生方も参加されていましたので、資料もご覧になっていると思います。 

資料が必要な場合はお知らせください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修報告  学級経営支援会 

（高知県心の教育センター学級づくりリーダー活用推進事業） 

                              田ノ口小学校   
 

【講師】高知大学教育学部附属教育実践総合センター  鹿嶋 真弓 准教授 

期日：１２月１３日（火）１３：２０～ 

【講話】人間関係を育てるソーシャルスキル 

   

 当日は、体育館で全校児童のＳＳＥ公開授業をしていました。全校での学びは、「仲間に入ろう 

友だちをさそおう」でした。 

ファシリテーターの平林先生が、「こんな子いるよね？」「こんなことできるようになったらいいよ

ね」と子どもたちに投げかけていました。その後、各クラスでごとの学びをしていました。自分の

考えが言いやすい雰囲気の中で学びができていました。  

田ノ口小学校のなかま作りレクの取り組みの中で、各学校児童集会などでやってみても良いと思

い紹介します。（実践された先生もいらっしゃると思います。） 

「フラフープ運び」（指１本にのせて運ぶ） 

「ニュースペーパーオンライド」（掃除班などで新聞紙に全員乗り、新聞紙を折って小さくして 

いく。いつまで乗れるかな。） 

 「トイ・ストーリー」（長短のトイで、ビー玉・ピンポン玉などのボール運び） 

  どれにも共通していえることが、職員で練習して見本を見せること。一度試すとコツを伝える

ことができるから。（田ノ口小の先生方が大笑いしながら報告してくれました。楽しかったの

ですね） 

 

  研修の中で、「全校一斉方式ソーシャルスキル教育」伊佐 貢一 編集 図書文化が紹介され

ました。 

 

 

 


